
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　感知器回線に接続される火災受信機と、上記感知器回線に接続されスイッチング動作に
よって火災信号を上記感知器回線に出力する複数の火災感知器とを具備する火災報知設備
において、
　上記火災受信機は、
　上記感知器回線毎に、上記スイッチング動作 と
；
　上記感知器回線毎に、パルス的なスイッチング動作を検出し、アドレス情報を取得する

と；
　を有し、
　上記各火災感知器は、
　アドレス情報を保持する制御回路と；
　上記制御回路の制御に 動作を行う と；
　を有し、上記制御回路は、

制御する回路で
あることを特徴とする火災報知設備。
【請求項２】
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に基づいて火災を検出する火災検出回路

信号受信回路

応じて、スイッチング 伝送送信回路
火災を検出すると、その当初に、上記伝送送信回路のオンオ

フ制御により、通常監視レベルと火災レベルとの間で、信号レベルを切り替えることによ
って、パルス的にスイッチング動作を行って、上記アドレス情報を送出する動作を行わせ
た後に、火災レベルの信号を出力するスイッチング動作を維持するように



　請求項１において、
　上記火災受信機は、上記火災感知器が火災検出時に行うスイッチング動作を検出する受
信抵抗と、上記火災感知器のアドレス情報を示すパルス的に行うスイッチング動作を検出
する受信抵抗とを、共用していることを特徴とする火災報知設備。
【請求項３】
　感知器回線に接続されているスイッチング動作によって、火災信号を上記感知器回線に
出力する火災感知器において、
　アドレス情報を保持する制御回路と；
　上記制御回路の制御に 動作を行う と；
　を有し、上記制御回路は、

制御する回路で
あることを特徴とする火災感知器。
【請求項４】
　請求項３において、
　上記スイッチング動作による火災信号の直前に送出される上記火災感知器のアドレス情
報であって、上記パルス的にスイッチング動作することによって発生するアドレス情報を
送信することを特徴とする火災感知器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、火災感知器および火災報知設備に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来のいわゆるＰ型火災報知設備は、火災受信機が複数の感知器回線に接続され、これら
複数の感知器回線のうちのそれぞれの感知器回線に、火災感知器が複数、接続され、上記
火災感知器が、スイッチング動作によって火災信号を出力する。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
上記従来のＰ型火災報知設備において、所定の火災感知器が火災信号を出力すると、この
火災信号を出力した上記所定の火災感知器が接続されている感知器回線を、複数の感知器
回線の中から、火災受信機が特定することができる。したがって、火災監視区域毎に、感
知器回線を異ならせて敷設してあれば、火災信号を送出した感知器回線を特定することに
よって、火災が発生した火災監視区域を特定することができる。
【０００４】
しかし、上記従来例においては、火災信号が送出された感知器回路は、どの火災感知器が
スイッチング動作したかにかかわらず、略短絡状態である低インピーダンス状態を継続し
、火災受信機では、同一の感知器回線に接続されている複数の火災感知器のうちで、どの
火災感知器が火災信号を出力したかを知ることができず、したがって、より具体的な火災
発生場所を特定することができない。
【０００５】
本発明は、Ｐ型の火災報知設備を用いる場合に、火災信号を出力している火災感知器を、
火災受信機が特定することができ、これに基づいて、火災発生場所の特定等に利用するこ
とができる火災感知器および火災報知設備を提供することを目的とするものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明は、いわゆるＰ型の火災受信機を用いた火災報知設備において、スイッチング動作
によって火災信号を送出する火災感知器が、スイッチングのパルス動作によって、火災感
知器のアドレス情報を同時に送出するものである。
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応じて、スイッチング 伝送送信回路
火災を検出すると、その当初に、上記伝送送信回路のオンオ

フ制御により、通常監視レベルと火災レベルとの間で、信号レベルを切り替えることによ
って、パルス的にスイッチング動作を行って、上記アドレス情報を送出する動作を行わせ
た後に、火災レベルの信号を出力するスイッチング動作を維持するように



【０００７】
【発明の実施の形態および実施例】
図１は、本発明の一実施例であるＰ型システムＰＳ１を示す図である。
【０００８】
Ｐ型システムＰＳ１では、Ｐ型火災報知設備として、１台の火災受信機ＲＥに、複数の火
災感知器ＳＥが接続されている。
【０００９】
各火災感知器ＳＥは、火災受信機ＲＥから電源が供給され、煙濃度や周辺温度等の物理量
を計測し、これによって、火災監視を行っている。
【００１０】
ここでは、いわゆるＡＴＦ（自己点検機能）感知器を用い、Ｐ型受信機が自己点検情報を
収集可能である場合、火災信号を送出するときに、火災信号を送出する火災感知器のアド
レスを、火災受信機が収集できるようにしたものである。したがって、火災受信機ＲＥは
、火災が発生した区域に加え、火災感知器ＳＥのアドレスに基づく詳細な位置を判別する
ことができる。そのため、火災受信機ＲＥには、各回線の各火災感知器ＳＥのアドレス毎
に、設置位置情報が設定されている。
【００１１】
図２は、火災受信機ＲＥの構成を示すブロック図である。
【００１２】
火災受信機ＲＥは、図１に示す火災受信機ＲＥとして用いられるものである。また、火災
受信機ＲＥは、電源部１１と、信号送信回路１２と、信号受信回路１３と、火災検出回路
１４と、断線検出回路１５と、制御回路１６と、メイン制御部１７と、表示操作部１８と
を有し、電源兼信号線が接続されるコモン端子Ｃと複数のライン端子Ｌ１～Ｌｎとを有し
、複数の火災感知器ＳＥが接続されている。これらの端子ＣとＬ１～Ｌｎとの間で、各感
知器回線が接続され、それぞれの端末部分に終端器が配置されている。そして、火災受信
機ＲＥ内のブロック構成のうち、感知器回線毎に、信号送信回路１２と、信号受信回路１
３と、火災検出回路１４と、断線検出回路１５と、制御回路１６とが配置され、端子Ｌ１
、……、Ｌｎ毎に配置されている。また、コモン端子Ｃは、各感知器回線に共通に接続さ
れている。
【００１３】
図３は、火災感知器ＳＥ１の具体的な構成を示すブロック図である。
【００１４】
火災感知器ＳＥ１は、図１、図２に示す火災感知器ＳＥとして用いられるものであり、発
光回路３１ａ１と、受光回路３１ａ２と、増幅回路３１ｂと、伝送送信回路４１と、伝送
受信回路４２と、定電圧回路５１と、電源回路５２と、充電回路５３と、計時回路６１と
、制御回路としてのマイコン７１と、クロック発振回路８１と、アドレス等が格納される
ＥＥＰＲＯＭ９１と、ダイオードブリッジＤＢとを有する。
【００１５】
火災感知器ＳＥ１は、火災発生時に、火災信号を送信する直前に、火災感知器ＳＥ１のア
ドレス情報を送信する。つまり、通常のＰ型システムでは、受信機に対してスイッチング
動作による火災信号を送信するが、火災感知器ＳＥ１は、火災信号を送信する直前に、パ
ルスコードによって、火災感知器ＳＥ１のアドレス情報を送信し、発報した火災感知器を
、火災受信機ＲＥが特定することができる。
【００１６】
次に、上記実施例において、火災信号を出力する動作について説明する。
【００１７】
図４は、上記実施例における端子Ｃ－Ｌ間の信号波形（火災感知器ＳＥ１が出力する信号
波形）を示す図である。図４において、火災レベルは、伝送送信回路４１をスイッチング
動作させた場合のレベルであり、マイコン７１による伝送送信回路４１のオンオフ制御に
よって、図４に示すような波形を形成することができる。

10

20

30

40

50

(3) JP 3979586 B2 2007.9.19



【００１８】
火災感知器ＳＥ１では、火災信号を送出するときに、自己のアドレス情報を送出する。こ
の場合、パルスコードを制御することによって、上記自己のアドレス情報を送出する。
【００１９】
火災感知器ＳＥ１が送出したアドレス情報を、火災受信機ＲＥが、受信し、これを解析す
ることによって、アドレス情報を送出した火災感知器ＳＥ１を特定し、これによって、そ
の火災感知器ＳＥ１が設置されている場所（つまり火災発生場所）を特定することができ
る。なお、各火災感知器ＳＥが送出すべきアドレス情報としてのパルスコードと、各火災
感知器ＳＥとの対応が、テーブルとして、火災受信機ＲＥが保持している。
【００２０】
次に、上記実施例において、アドレス情報を出力する動作について説明する。
【００２１】
火災感知器ＳＥ１において、火災を検出するときに、マイコン７１は、伝送送信回路４１
をスイッチング動作させ、このスイッチング動作によって、感知器回線が略短絡状態であ
る低インピーダンスとし（火災感知器ＳＥが動作可能な残り電圧は備える）、火災信号を
出力する。この場合、伝送送信回路４１のスイッチング動作を継続して火災信号とし、ま
た、その当初に、伝送送信回路４１をパルス動作させてアドレス情報を出力させる。
【００２２】
火災感知器ＳＥ１において、伝送送信回路４１の動作によって、信号線Ｃ、Ｌｎ間のレベ
ルが、通常監視レベルから火災レベルに変位する。この火災レベルを、火災受信機ＲＥの
信号受信回路１３と火災検出回路１４とが検出する。アドレス情報を送信している途中で
は、信号受信回路１３がパルスコードを検出し、アドレス情報を検出し、このアドレス情
報の送信が終了し、火災レベルが所定時間、継続したことを検出すると、火災信号を検出
したことを、火災検出回路１４が判断する。
【００２３】
この実施例において、信号線Ｃ、Ｌ１～Ｌｎ間のレベル変化は、火災信号送出においても
、アドレス情報送出においても、通常監視レベルから火災レベルへの変化であるので、火
災感知器ＳＥ１は、伝送送信回路４１をオンオフすれば、火災信号を送出することができ
、また、アドレス情報を送出することができ、それらと異なるレベルを形成する必要がな
い。
【００２４】
この信号線Ｃ、Ｌ１～Ｌｎ間のレベルは、火災受信機ＲＥにおいて、同じレベルを信号受
信回路１３と火災検出回路１４とが検出し、火災信号の判別には、継続時間の要素がある
ので、火災信号として火災レベルの継続時間を、火災検出回路１４が判別する。
【００２５】
信号受信回路１３の出力信号に基づいて、上記火災レベルの継続時間を、制御回路１６が
ソフト的に処理するようにしてもよい。この場合、火災検出回路１４を省略することがで
きる。なお、火災発生時に、火災信号送出前にアドレス情報を出力すると、火災レベルの
継続時間が遅れるが、アドレス情報を出力する時間は実質的に短く、警報動作として問題
とはならない。
【００２６】
また、上記実施例において、火災信号の送出開始点から、所定時間が経過したときにパル
ス復旧させ（火災信号の送出を停止し）、その後に、アドレス情報を送出するように、伝
送送信回路４１を構成するようにしてもよく、また、パルス復旧のタイミングを契機とし
て、火災信号の送出開始点からパルス復旧のタイミングまでの時間幅でアドレスを表し、
アドレス情報を判別するようにしてもよい。
【００２７】
図５は、本発明における第２の実施例である火災感知器ＳＥ２を示すブロック図である。
【００２８】
火災感知器ＳＥ２は、図５に示すように、火災感知器ＳＥ１において、伝送送信回路４１
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の代わりに、第１の送信回路４１１と、第２の送信回路４１２とを設けた火災感知器であ
る。
【００２９】
第１の送信回路４１１は、火災信号を表すスイッチング動作を行う回路であり、第２の送
信回路４１２は、火災感知器の自己のアドレス情報を送出する回路である。
【００３０】
次に、火災感知器ＳＥ２の動作について説明する。
【００３１】
図６は、上記第２の実施例における端子Ｃ－Ｌ間の信号波形（火災感知器ＳＥ２が出力す
る信号波形）を示す図である。
【００３２】
第２の実施例である火災感知器ＳＥ２において、第１の送信回路４１１が、火災信号を表
すスイッチング動作を行い、第２の送信回路４１２が、アドレス情報を送信する。
【００３３】
つまり、火災感知器ＳＥ２が火災を検出したときに、第１の送信回路４１１をスイッチン
グ動作させることによって火災信号を送出し、また、第２の送信回路４１２をパルス動作
させることによって、自己のアドレス情報を送信する。
【００３４】
火災感知器ＳＥ２では、第１の送信回路４１１の動作によって、信号線ＣとＬｎとの間の
レベルが、通常監視レベルから火災レベルに変位するとともに、さらに、第２の送信回路
４１２が動作することによって、火災レベルからさらに下方に、レベルが変位することに
よって、パルスコードを形成する。したがって、火災受信機ＲＥの信号受信回路１３と火
災検出回路１４とが検出するレベルを、上記レベルに予め合わせておけばよい。
【００３５】
つまり、火災検出回路１４は、第１の送信回路４１１の動作による火災レベルを検出し、
アドレス情報の有無に係わらず火災信号を検出することができ、信号受信回路１３は、第
２の送信回路４１２の動作によるパルスを表すレベルを検出し、これによって、アドレス
情報を検出することができる。
【００３６】
図７は、上記第２の実施例における端子Ｃ－Ｌ間の別の信号波形（火災感知器ＳＥ２が出
力する別の信号波形）を示す図である。
【００３７】
火災感知器ＳＥ２において、第２の送信回路４１２が出力する別のアドレス情報は、パル
スコードで表現するものではなく、図７に示すように、パルス幅を変えることによってア
ドレス情報を示すものである。
【００３８】
図８は、上記各実施例において、上記自己点検結果を送出する伝送の説明図である。
【００３９】
図８において、「親」は、図１における火災受信機ＲＥであり、「子」は、火災感知器Ｓ
Ｅである。
【００４０】
上記各実施例においてポーリング伝送する場合、火災受信機ＲＥが、回線毎に、複数設け
られる火災感知器ＳＥに個別のアドレスが付与され、そのアドレスに基づいて火災感知器
ＳＥをグループ化し、１５アドレス単位で、火災感知器ＳＥのデータを収集し、起動パル
ス、基準パルス、制御コマンドＣＭ１を信号送信回路１２から送出する。
【００４１】
図９は、上記各実施例において、パルスコードを生成する場合に、そのパルスコードの要
素となる波形を示す図である。
【００４２】
起動パルスは、火災感知器ＳＥのマイコン７１を起動させるための起動パルスであり、火
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災受信機ＲＥは、パルス幅２ｍｓのＬｏパルスを送出する。火災感知器ＳＥは、伝送受信
回路４２を介して、起動パルスを受け、マイコン７１をスリープモードから復帰させ、基
準パルス受信に備える。なお、マイコン７１は、火災検出動作等の必要な動作後は、スリ
ープモードに入るものであり、この状態からスタートして安定する時間が必要になる。
【００４３】
基準パルスは、伝送上のパルス間隔の基本長となる基準パルスであり、立ち下がりエッヂ
間隔（Ｈ→Ｌ～Ｈ→Ｌ）で４ｍｓとする。
【００４４】
制御コマンドＣＭ１は、火災感知器ＳＥへの制御コマンドであり、８ビットのコードを４
つのパルス間隔で示し、各パルス間隔のそれぞれについて、図８に示すように、各パルス
間隔を判断してコードに置き換える。また、各パルス間隔は、図９に示すように、立ち下
がりエッヂ間隔（ｔｂ）で、２ビットのコードを示す。
【００４５】
図１０は、上記各実施例におけるコマンドとその内容とを示す図である。
【００４６】
たとえば、図１０に示す制御コマンドＣＭ１は、１０１１０１０１ｂ＝Ｂ５ｈになる。そ
して、制御コマンドＣＭ１のコード内容は、図１０に示すようにする。つまり、ｂ７～ｂ
３の５ビットによって、ここでは１０１１０ｂによって、回線を指定し、ｂ２，ｂ１の２
ビットによって、ここでは１０によって、火災感知器ＳＥの制御コマンドとセレクティン
グを指示し、ｂ０の奇数パリティを付加する。火災感知器ＳＥは、パリティエラーを検出
した場合、無応答とする。
【００４７】
なお、コマンドの形式として、回線指定または１Ｆ（１回線対応）中継器を、ｂ７～ｂ３
で指定できるようになっているが、上記Ｐ型システムＰＳ１では、回線毎に送受信回路を
構成するので、１Ｆ中継器からのコマンドと同様とすることができる。すなわち、回線指
定のコマンドの利用は、火災受信機ＲＥにおける送受信回路を共通化するときに用いるこ
とができる。また、Ｐ－ＡＴＦ受信機は、このＰ型システムＰＳ１に用いられるような火
災受信機ＲＥである。
【００４８】
そして、伝送待機時に、火災感知器ＳＥは、制御コマンドＣＭ１の解析等を行う。
【００４９】
図１１は、上記実施例におけるコマンドとアドレスとスロットとの関係を示す図である。
【００５０】
スロット０～１４は、図８に示す伝送フレームにおいて火災感知器ＳＥから火災受信機Ｒ
Ｅへ送信するタイミングであり、ポーリング１ｏｒ２を区別して自己のアドレスに基づく
スロット位置が、図１１（１）に示すように規定されている。
【００５１】
火災感知器ＳＥは、規定されたスロットに、図１１（２）に示すパルスを送信する。
【００５２】
この火災感知器ＳＥからのパルスは、マイコン７１が、図３における伝送送信回路４１を
介して送出し、この火災感知器ＳＥからのコードは、パルス幅によって表され、図１１（
２）では、各火災感知器ＳＥの自己点検結果を返送するときの結果について表している。
すなわち、自己点検結果として感知器が正常であれば、パルス幅２ｍｓで、異常であれば
、パルス幅４ｍｓで１つのパルスが返送される。
【００５３】
なお、感知器が正常であるか異常であるかを示す結果については、制御コマンドを受信し
た後における短期の動作による自己点検結果でよいが、常時出力レベルを監視するような
定常状態の監視動作による良否判別の結果であってもよい。
【００５４】
図１２は、上記実施例における図８とは異なる伝送に関するパルスの説明図である。
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【００５５】
セレクティング伝送は、１アドレス単位で、火災感知器ＳＥのデータを収集し、図１２に
示すように、起動パルス、基準パルス、制御コマンドＣＭ１および伝送待機に、制御コマ
ンドＣＭ２を加算し、受信機ＲＥが火災感知器ＳＥに送出する。
【００５６】
この起動パルス、基準パルスおよび制御コマンドＣＭ１は、上記の通りであり、制御コマ
ンドＣＭ２は、制御コマンドＣＭ１と同様の８ビットの制御コードであり、コードの送・
受信方法は、制御コマンドＣＭ１と同様である。
【００５７】
そして、これらＣＭ１とＣＭ２との内容によって、制御内容を表す。具体的には、セレク
ティング伝送であることを、制御コマンドＣＭ１で示し、制御コマンドＣＭ２によってア
ドレスを指定し、これによって、特定の火災感知器ＳＥのみが自己点検結果を返送するこ
とができる（図１２における感知器返送の部分）。
【００５８】
このような信号伝送を用い、火災受信機ＲＥは、制御コマンドＣＭ１内にポーリング１ま
たはポーリング２の制御内容を含め、送信することによって、電源兼伝送線Ｃ、Ｌ１～Ｌ
ｎ間に接続された火災感知器ＳＥの情報を収集することができ、ここでは火災受信機ＲＥ
は、各火災感知器ＳＥから自己点検結果を収集している。なお、この実施例では、図２に
示すように、電源兼信号線Ｃ、Ｌ１～Ｌｎの回線毎に信号送信回路１２と信号受信回路１
３とが設けられているので、回線毎の火災感知器ＳＥとの間で信号のやり取りを行い、こ
のために、上記制御コマンドＣＭ１中の回線指定の部分を無視してよい。そして、１つの
回線に接続される自己点検機能付のアドレス指定される火災感知器ＳＥは、３０個までと
いうことになる。なお、グループ数、グループ内の個数は、それぞれ任意に設定でき、３
０個に限らず、３０個以上に対応することも可能である。
【００５９】
上記のようにして、Ｐ型システムＰＳ１において、各火災感知器ＳＥからの火災信号は、
回線毎に火災検出回路１４によって、火災受信機ＲＥが検出し、また、必要な火災感知器
ＳＥから、信号送信回路１２と信号受信回路１３とによって、自己点検結果を収集するこ
とができ、異常となっている火災感知器ＳＥがあることを、火災受信機ＲＥが認識できる
。
【００６０】
なお、各端子Ｃ、Ｌ１～Ｌｎ間の信号伝送に基づいて、各制御回路１６が試験結果を収集
するタイミングを、メイン制御部１７が制御する。つまり、複数の火災感知器から同時に
火災信号が発生しないようにすれば、各感知器回線が、電源兼信号線として、電圧の安定
性が阻害されない。
【００６１】
各実施例における火災感知器は、火災監視の過程で、火災を検出した場合に、いわゆるス
イッチング動作によって、火災信号を出力し、また、自己点検結果を判別し、火災受信機
からの問いかけに応じて、自己点検結果を送出する。
【００６２】
上記実施例によれば、火災信号とともに火災感知器のアドレス情報を、火災受信機ＲＥに
認識させることができるので、火災受信機ＲＥが、火災警報動作を実行することができる
とともに、アドレス情報によって特定された火災発生場所の表示等、適切な処置を実行す
ることができる。
【００６３】
また、上記実施例によれば、アドレス情報の送出について、スイッチング動作を行う場合
、パルス的なコード信号を用いるので、高度な伝送送信回路を備えなくても、アドレス情
報を出力することができる。
【００６４】
さらに、上記実施例によれば、火災信号をスイッチング動作で示しながら、電気的状態を
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変化させるので、アドレス情報を送出することによって、感知器回線を監視する火災受信
機は、アドレス情報の有無に係わらずスイッチング動作を確実に検出することができる。
【００６５】
つまり、上記各実施例は、感知器回線に接続される火災受信機と、上記感知器回線に接続
されスイッチング動作によって火災信号を上記感知器回線に出力する火災感知器とを具備
する火災報知設備において、上記火災受信機は、上記感知器回線毎に、上記スイッチング
動作を検出する信号検出回路と、上記感知器回線毎に、パルス的なスイッチング動作を検
出し、アドレス情報を取得する伝送送信回路とを有し、上記火災感知器は、アドレス情報
を保持する制御回路と、上記制御回路の制御に応じて、パルス的なスイッチング動作を行
うスイッチング回路とを有し、上記制御回路は、火災検出時に上記スイッチング回路に、
スイッチング動作を維持させながら、上記パルス的にスイッチング動作を行い、上記アド
レス情報を送出する動作を行わせる回路である。
【００６６】
この場合、上記火災受信機は、感知器回線Ｃ、Ｌ１に着目すると、上記火災感知器が火災
検出時に行うスイッチング動作を検出する受信抵抗と、上記火災感知器のアドレス情報を
示すパルス的に行うスイッチング動作を検出する受信抵抗とを、抵抗Ｒ１で共用している
。また、他の感知器回線においても、上記と同様に、受信抵抗を共用し、感知器回線Ｃ、
Ｌｎに着目すると、受信抵抗Ｒｎで共用している。
【００６７】
また、火災受信機が、火災感知器回線のライン線とコモン線とに接続され、各感知器回線
のライン線は、信号検出回路と送受信回路とに接続され、コモン線は、相互に接続され、
共通化されていることによって、コモン線を配線することが容易であり、しかも、従来の
Ｐ型の火災報知設備の配線と同様であるので、リニューアルに対応し易い。
【００６８】
また、上記実施例において、上記火災感知器は、火災信号の直前に、上記火災感知器のア
ドレス情報を送信する感知器の例である。
【００６９】
さらに、上記制御回路は、火災検出時に、パルス的なスイッチング動作を行うことによっ
てアドレス情報を送出した後に、火災信号を出力する上記スイッチング動作を維持するよ
うに、上記スイッチング回路を制御する回路の例である。
【００７０】
【発明の効果】
本発明によれば、Ｐ型の火災報知設備を用いる場合に、アドレス情報を利用するので、火
災信号を出力している火災感知器を、火災受信機が特定することができ、これに基づいて
、火災発生場所の特定等に利用することができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例であるＰ型システムＰＳ１を示す図である。
【図２】火災受信機ＲＥの構成を示すブロック図である。
【図３】火災感知器ＳＥ１の具体的な構成を示すブロック図である。
【図４】上記実施例における端子Ｃ－Ｌ間の信号波形（火災感知器ＳＥ１が出力する信号
波形）を示す図である。
【図５】本発明における第２の実施例である火災感知器ＳＥ２のブロック図である。
【図６】上記第２の実施例における端子Ｃ－Ｌ間の信号波形（火災感知器ＳＥ２が出力す
る信号波形）を示す図である。
【図７】上記第２の実施例における端子Ｃ－Ｌ間の別の信号波形（火災感知器ＳＥ２が出
力する別の信号波形）を示す図である。
【図８】上記実施例において、上記自己点検結果を送出する伝送の説明図である。
【図９】上記実施例において、パルスコードを生成する場合に、そのパルスコードの要素
となる波形を示す図である。
【図１０】上記第２の実施例におけるコマンドとその内容とを示す図である。
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【図１１】上記実施例におけるコマンドとアドレスとスロットとの関係を示す図である。
【図１２】上記実施例における図８とは異なる伝送に関するパルスの説明図である。
【符号の説明】
ＰＳ１…Ｐ型システム、
ＲＥ…火災受信機、
ＳＥ１、ＳＥ２…火災感知器、
１３…信号受信回路、
１４…火災検出回路、
４２…伝送受信回路、
４１１…第１の送信回路、
４１２…第２の送信回路、
７１…制御回路、
Ｒ１～Ｒｎ…受信抵抗。
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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